　　　　　　　　　　　　 ２００７年度秋学期研究会概要　Ｂ（テーマ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　社会理論を学ぶ

　　　　　　　　　　　　（Learning the Base of Social Theories)

　　　　　　　　　　　　　　担当者　小熊英二（総合政策学部）
１、主題と目標

　２００７年春学期では、現代日本の諸問題の社会学的研究をとりあげ、参加者に報告してもらった。秋学期では、こうした学習をふまえ、これらの文献の基盤となっている古典的な著作を読む。

　現在、社会学の最前線ともいわれる階層分析やポストコロニアル論やジェンダー研究、ナショナリズム論などの諸理論は、予備知識のない読者にはとっつけないほど難解で、抽象的になっているともいわれる。こうした問題をのりこえるため、春学期には具体的な社会問題から、理論が必要とされてくる状況を学んだ。そこで秋学期には、これらの理論を基礎から理解するための文献を読もうというわけである。

　一見すれば現代社会との関係がみえにくい文献もあるが、複雑化してゆく現代をさまざまな角度から深く理解するうえで、役に立つ視点を身につけられる機会となる。予備知識のない受講者でも、できるだけ理解ができるように説明と講義は加えるので、恐がる必要はない。ただし、以下に紹介する課題図書や入門書を、事前にできるだけ読んでおくこと。いずれも、近現代社会を理解するうえで読んでおいて損はない本を選んだつもりなので、この機会に一人で読むのは難しい本を、担当者の解説つきで読んでみるとよい。受講者が研究方面に進むにしても、またその他の方面に進むにしても、一つの経験ないし財産になるだろう。

　なお、並行して開講される「ヴィジョンと社会システム」で、社会学の「基礎の基礎」を講義する。そちらをまだ聞いていない者は受講すること。研究会では、こうした著作を、一週に一冊ずつ読んでゆき、参加者に報告してもらう。

２、参加資格

　下記に挙げる課題図書を読んで、まとめを提出すること（まとめの作成方法などは末尾参照）。担当者の研究会を始めて履修する者は、二年生以上の場合は「ヴィジョンと社会システム」を履修ないし聴講していることを条件とする（熱心な場合は並行受講も可）。履修人数は三五名以内としたい。履修希望者は、9月18日までに

oguma@sfc.keio.ac.jp
　まで、「履修図書のまとめ」および「過去の担当者の科目や研究会の履修歴」を添付して、参加希望を申し込むこと。

　9月18日までに希望者多数の場合には、①春学期からの継続履修者、②担当者の「ヴィジョンと社会システム」「近代思想」「研究会」などの履修をした者、③課題図書のまとめが簡略すぎない者、④学年の若い者、などに受講チャンスを与える原則で選抜する。四年生秋学期からの新規受講者は（よほど優秀かつ熱心なら配慮するが）遠慮してもらいたい。選抜から洩れた者は、9月21日までにメールにて連絡する。

３、研究会スケジュール

　１回か２回のオリエンテーションと講義を経て、毎週一冊ずつ発表と講義を行なってゆく。担当した著作の内容や背景などがわからないときは、担当者にメールや相談などで質問してくれれば答えるので、早めに相談すること。研究会ホームページは以下の通り。

　http://web.sfc.keio.ac.jp/~oguma/
４、テキスト

　現在のところ、以下の書籍が候補（変更可能性あり。７～８月もホームページをチェックしておくこと）。高価な本は履修者に抜粋のコピーを配布するつもりだが、新書や文庫は自分で購入すること。またやや高価な本でも、どれも購入しておいて損はない。
第一回の講義で発表者を募るので、自分が発表したい本を選んでおくとよい。発表を行なわない者は、末尾に記してあるように五冊分のまとめを別に提出すること。
　また社会学の教科書としては、
　新睦人ほか『社会学のあゆみ』（有斐閣）正続編

　那須嘉編『クロニクル社会学』（有斐閣）

　が悪くない。またフランス哲学系の入門書としては

　久米博「現代フランス哲学」（新曜社ワードマップ）

　がわかりやすい。
1 ポール・ウィリス「ハマータウンの野郎ども」（ちくま学芸文庫）

　カルチュラル・スタディーズの元祖的研究。イギリスの不良少年グループの、生々しく面白い聞きとり調査。一昨年の研究会でもとりあげたのだが、やはり読みやすく名著なので今回もとりあげることにした。

2 エリザベート・バダンテール「母性という神話」（ちくま学芸文庫）

　近代家族論でよく言及される歴史的研究。「母性」の発生をフランス史から検証。フランスでベストセラーになった本だけあって読みやすい。

③　網野善彦『無縁・公界・楽』（平凡社ライブラリー）

　中世史の本だが、社会学の都市論や社会運動論、民俗学、宗教学、経済学、はてはエンターテインメント小説にまで影響を与え、「社会史ブーム」を起こした本。「学術書がこんなに面白くていいのか」とまで言われたが、著者の志は極めて高い。

4 ブルデュー「遺産相続者たち」（藤原書店）

　いまや格差社会論や教育社会学では欠かせない基本論者となってしまったブルデューの初期著作。60年代のフランスの学歴社会の階層分析だが、現代でも研究手法のモデルとして価値を失っていないとの評価が高い。
5 フーコー『狂気の歴史』（新潮社）

　現代社会学に多大な影響を与えたスーパースター。『監獄の誕生』や『性の歴史』第一巻も名高い。入門書は桜井哲夫「フーコー」（講談社）がいちばん。

6 柄谷行人『日本近代文学の起源』（講談社文藝文庫）

　当時としては先駆的な、今から見れば「模範演技」的な、「フランス現代思想」の日本への応用例。客観的にいえば（著者は否定するかもしれないが）、その後にはやった「国民国家論」の元祖ともいえる。

7 フランツ・ファノン「黒い皮膚・白い仮面」（みすず書房）

　アルジェリア解放闘争の理論家として六〇年代に知られた人物の著作だが、近年ポストコロニアル論で再評価された。理論というより詩に近いような本ともいえるが、マイノリティの自己意識研究として興味深い。

8 ハンナ・アーレント「全体主義の起源」（みすず書房）

　政治思想とヨーロッパ史から、全体主義や人種主義、国家との関係を論ずる。ナショナリズム論、ファシズム論、現代国家思想などの文脈でよく言及される20世紀の古典。全三巻だが、一冊だけ買うなら第2巻の「帝国主義」がよい。

9 マルクス「経済学・哲学草稿」（文庫本が各出版社より）

　いわゆる「初期マルクス」の疎外論を展開した著作として知られる。マルクス研究のなかでは評価はさまざまだが、やはりマルクスは現代思想や社会学の基礎としてはずせない。

10 バトラー「ジェンダー・トラブル」（青土社）

　90年代以降のフェミニズム理論の流れに決定的な影響をあたえた著作。あまり読みやすいとはいえないが、訳者の竹村和子編「“ポスト”フェミニズム」（作品社）は近年のフェミニズム理論を概説してくれているので参考にするとよい。

11 ノージック『国家・市場・ユートピア』（木鐸社）

　政治哲学ないし「公共哲学」とよばれる分野の定番書。一種の思考実験だが、生命倫理や法哲学、アニメ批評などにも影響を与えた。

＊履修課題について

研究会に入るに当たっては、２にも記したように9月18日までに上記のメールアドレスに申告する。そのさい、担当者の科目履修歴と、上記の課題図書のうち３冊分のまとめを添付して提出すること。まとめの分量の目安は、一冊あたりＡ４一～二枚程度でよいが、長くてもよい。

　研究会を履修した者は、上記課題図書の発表を担当するか、あるいは期末に５冊分（研究会入会時とは別個の本）のまとめを提出すること。さらに、研究会期末にはおよそ５０００字を目安にレポートを提出すること。

＊評価について

　履修課題を提出した上で、発表を行ない最終レポートを提出した者、あるいは五冊分のまとめと最終レポートを提出した者は、基本的にＢ以上の評価は与える。Ａ評価になるかどうかは、まとめや発表、最終レポートの出来や、ふだんの出席などから判断する。

　夏休み中に、できるだけ図書は読んでおくこと。開講してからでは大変である。

　本については、①慶應の図書館で探す、②早稲田の図書館で探す（慶應と相互貸借協定がある）、③公立図書館で探す（カウンターで申し出て県内で取り寄せてもらえば、大部分の本は集まる）、などの方法をとれば集められる。買うときには、神保町の三省堂書店か、東京大学の駒場か本郷の書籍部に行くのがよい。半端な本屋に行っても、無駄足になることが多い。最近では通信販売もよい。通販古本も安い。

　本を読むときは、線をひきまくったほうがよい。線を引いておけば、内容を忘れても、あとで思い出せる。借りた本は、できるだけコピーする。

　読みなれない難しい本は、あまり時間をかけずに、まずは全体をざっと読む。どうしても分らない部分は、どのみち知識がつくまで分らないので、時間をかけても無駄になることが多い。「とりあえずどういう本か」を把握することが大切。あとは多少面倒でも、実際に研究会で担当者の解説を聞いてから、もう一度読んでみればよく身につくと思う。

